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Press Release2019年 05月 07日ドイツ・ミュンヘン

シーメンスは、成長が大きい市場へのポートフォリオの集中と効率化により、中期的な成長と利益

の目標達成を図っていきます。シーメンスAG監査委員会は本日、ガス＆パワー（GP）の分離を含

む、Vision 2020+戦略コンセプトの次のステップについて、全会一致で承認しました。

「Vision 2020+にもとづき、シーメンスは事業のフォーカスを一層絞り、事業の迅速化と柔軟化を進めてま

いります。これらは、長期的に成長性のある有望な市場において、経済的な成功を持続するための基盤とな

ります。構造的改革を進める中、新たな成長分野の事業に関する確固たる見解も、我々は持っています。」

とシーメンスAG　プレジデント兼CEOのジョー・ケーザーは述べます。「シーメンスの事業の次世代の成功の

決め手になるのは、新たな要因です。幅広い、大規模、フリーサイズ、といったアプローチは、フォーカス、

迅速性、適応力にとって代わります。デジタルな第4次産業革命の時代において、これらは競争に不可欠で

あり、持続可能な事業の成功を確実にするものです。」シーメンスは強力で優位なポジションにある中で、次

なる道筋を定めていた、とCEOは強調します。オートメーション、産業向けデジタル化、スマートインフラとい

う成長市場で、シーメンスは大幅な成長と市場リーダーの地位のさらなる拡大を目指します。

監査委員会は一致してこの再編策を支持しています。「行うべき適切な策でしょう。会社の業績が良い時

に、変更計画の引き金をひくことは、必要であるとともに、勇気のいることです。監査委員会は、ジョー・ケー

ザーのリーダーシップのもと、取締役会がVision 2020+の戦略コンセプトをさらに展開していくよう支援しま

す。」と、シーメンスAG監査委員会　会長のJim Hagemann Snabeは述べます。

監査委員会の従業員代表も、GPの計画を承認し、Vision 2020+の成長戦略を支持します。しかしながら、

取締役会が構造変革の影響を受ける従業員の扱いに特別な責任がある、とも指摘しています。シーメンス

AG中央労働組合委員長のBirgit Steinbornは「従業員代表はGPの計画に賛成し、経営陣の成長戦略を

支持します。我々は今、会社の抜本的な変革に直面しています。もし、取締役会が成長コンセプトに真剣で

あるなら、我々は従業員の専門技能が会社内で保持されるとともに、デジタル化に関して能力が開発、拡張

されることを期待します。これらは、従業員が発令された新たな職責に就く時、再教育や優先的な配慮を受

けることで、達成できるでしょう。合意済みの将来のためのファンドは、その実現に役立つでしょう。さらに、ド

イツ地域は取締役会の投資や成長プログラムの恩恵を受けるものと想定します。想像力の欠ける雇用削減

プログラムであったなら、受け入れていません。」と述べます。

デジタルインダストリーズ（DI）とスマートインフラストラクチャー（SI）社内カンパニーが、シーメンスの将来的

な中核事業となります。これに、全社横断的な技術とサービスのユニットやSiemens Healthineersの戦略的

な過半数の株式が加わります。シーメンスモビリティーも成長事業としてさらに強化されます。

シーメンス　ガス＆パワーは別会社化

シーメンス　ガス＆パワー（GP）　－　オイル＆ガス、伝統的な発電、送電とそれらに関連する事業　－　は
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分離上場により、完全に独立した企業になります。さらに、シーメンスAGは市場をリードする再生エネル

ギー企業であるシーメンス・ガメサ・リニューアブル・エナジー（SGRE）の過半数　－　現在59％　－　の株

式をGPに譲渡する計画です。株式上場は、2020年9月までに行う予定です。シーメンスは、GPの過半数

の株主ではなくなりますが、新たな会社の強力な主要株主にとどまります。まずは50％を下回る株式を保有

し、将来的には、ブロッキングマイノリティ(blocking minority holding)のレベルを超える見込みがありま

す。シーメンスは、例えば、ファイナンシャルサービスの専門サービスや、各地域の強力な営業ネットワー

ク、強大なシーメンスブランドのライセンスなどを通じて、新会社をサポートし続けます。分離上場は臨時株

主総会で、おそらく2020年6月に、決定されます。その後、シーメンスはGPとSGREを分離します。

「この動きは、エネルギーと電気市場に、ユニークで統合された組織　－　エネルギー市場で完全な領域を

カバーする、唯一無二の、真に強力なプレーヤーを作り出します。」とジョー・ケーザーは説明します。「伝

統的な発電ポートフォリオと再生可能エネルギーを結び付けることで、顧客のあらゆるニーズに対応できま

す。さらに、必要に応じ組み合わせ最適化した製品を、この1社からシングルソースとして提供可能になりま

す。イラクでの協力など、最近の成功に見られるように、この戦略的な決定が全ての関係者にとって前向き

で、顧客、従業員、株主の長期的な価値創出につながるものと確信しています。」とジョー・ケーザは付け加

えます。

大幅な成長と効率化の計画

ポートフォリオ構造の強化に加え、シーメンスは会社の全分野にわたり、コスト効率を大幅に向上します。競

争力と生産性を強化し、産業分野の事業の、年間売上成長率と利益率を、中期的に2パーセント向上する

ことを目標とします。一株当たり基準利益の成長速度が、中期的に売上より上回るように、長期的には、産業

分野の中核事業の利益率（adjusted EBITA margin）の14～18%達成を目指します。

スマートインフラストラクチャーは明確な成長計画を持ちます。第一に、SIは製品ビジネスを、特にアジア

において強化します。第二に、有望なサービス事業を拡大します。第三に、SIは、電気モビリティインフラ、

分散型エネルギーシステム、スマートビルディング、エネルギー貯蔵等の成長分野に集中し、またデジタル

ソリューションの利用増を梃子に、SIの全ポートフォリオで4～5%の年間売上増を目指します。その結果、SI

はサービス、研究開発、営業の全体で2023年までに6,000人にのぼる新規採用を目指します。「成長の加

速とリーンな組織で、2023年までに利益率を13～15%に向上する予定です。」とSI CEOのセドリック・ナイケ

は述べます。

「我々には利益率を上げる様々なチャンスがあります。組織のスリム化だけで大幅な生産性向上が達成でき

ます。世界中のSIの79の工場も、今後3年で収容力をまとめたり、パートナーシップを通じ、コストを削減しま

す。」とナイケは述べます。この目標達成のため、SIは世界で3,000人の人員削減を計画します。これにより

3億ユーロのリストラ費用が発生します。トータルで、SIは2023年までに3,000人の雇用の純増を見込みま

す。

デジタルインダストリーズは産業向けデジタル化事業を強化し、市場リーダーの地位を拡大します。市場よ

り25%速い成長速度を目標とします。結果として、世界中で、主に生産、研究開発、営業分野で最多で

12,000人の新規雇用を見込みます。例えば、過去の2事業部門の統合、ロジスティックス等の社内プロセス

の向上、コントロールの簡略化、自社の産業用ソフトウェアの利用増などで、利益率を最適化します。これら

により、場合によっては異なる職務能力が求められることとなるので、雇用に構造的な影響をもたらし、世界

中で4,900の雇用が影響を受けることになります。DIの経営層は2023年までに3億ユーロのリストラ費用の

発生を見込みます。全体として、DIはさらなる成長により2023年までに7,000人の雇用創出を見込みます。

「DIは、より不安定な市場環境にあっても、市場全体の成長速度を上回り、17～23%の利益率を、明確な目

標としています。組立産業やプロセス産業、およびその顧客の市場のニーズは、いままでにないスピードで

変化しています。デジタルエンタープライズ　ポートフォリオで、顧客がこれらの課題に対応できるようサポー

トしてまいります。また、柔軟性を高めなくてはなりません。これらにより、将来性ある市場と技術に継続投資
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するために必要な利益を、確保してまいります。」とDI CEOのクラウス・ヘルムリッヒは述べます。成長のため

にDIは、デジタルエンタープライズ　ポートフォリオ、エッジやクラウドコンピューティングといった先進技術、

人工知能やアディティブ・マニュファクチャリングなどに注力します。さらに、自動車、航空宇宙、食品飲料、

エレクトロニクス、蓄電池、医薬、化学分野に、特に集中します。

既報の通り、シーメンスの コーポレートユニットと管理部門の主要部分は、既に分散しています。残りの

コーポレート機能も大幅にスリム化します。会社の主要な管理業務に集中することで、コーポレート機能の

12,500人のうち2,500人が2023年までに削減されます。この削減によるリストラ費用として4億ユーロが見込

まれます。

新たな 効率向上計画により、2023年までに総額22億ユーロの費用を削減します。これには2018年9月に

発表したGPのコスト削減プログラムの目標である5億ユーロが含まれます。全ての施策は世界中で、可能な

限り社会的責任を負う方法で導入します。ドイツでは、シーメンス、シーメンス労働組合、IG Megall業界組

合が署名した包括協定（Radolfzell II）に則し、また企業の社会的責任を遂行しつつ、施策を遂行していき

ます。シーメンスは2023年までに成長による20,500人の新規雇用を見込んでいます。10,400人ほどの、

効率化による従業員数の調整を考慮すると、同時期に世界でおよそ10,000人の雇用の純増となります。そ

のため、成長志向のVision 2020+戦略コンセプトは、従業員の人材開発にも反映されます。

本プレスリリースの英語版および詳細情報は、以下のサイトでご覧いただけます：

【参考資料】本資料はシーメンスAG（ドイツ・ミュンヘン）が2019年5月7日に発表した、プレスリリースを日本

語に翻訳したものです。本資料の正式言語はドイツ語と英語であり、その内容および解釈については両言

語が優先します。

シーメンスAGについて  シーメンスAG（本社：ベルリンおよびミュンヘン）は、170年にわたり、卓

越したエンジニアリング、イノベーション、品質と信頼性、そして国際性を象徴するグローバルなテク

ノロジー企業でありつづけています。電化、自動化、デジタル化の分野を中心に、世界中で事業を

展開しています。シーメンスはエネルギー効率に優れた省資源技術を世界で最も多く提供している

企業のひとつであり、効率低な発電および送電ソリューションの主要サプライヤー、そしてインフラス

トラクチャー・ソリューションならびに産業向け自動化ソリューション、ドライブ・ソリューションとソフト

ウェア・ソリューションのパイオニアです。さらに上場子会社であるSiemens Healthineers AGを通

じ、シーメンスは、コンピュータ断層撮影装置（CT）や磁気共鳴画像診断装置（MR）などの医用画

像診断装置の大手サプライヤーでもあり、臨床検査および医療情報ITのリーダーでもあります。

2018年9月末に終了した2018年度において、継続事業の売上高は830億ユーロ、純利益は61億

ユーロでした。2018年9月末時点の全世界の社員数は37万9000人です。詳しい情報は、

http://www.siemens.com にてご覧いただけます。

折りたたみ

日本におけるシーメンスグループ  シーメンスは、1887年に東京・築地に初めてのオフィスを開

設して以来、130年にわたり日本のお客様から信頼を寄せられるパートナーとして尽力してまいりま

した。海外のシーメンス同様、都市化、人口動態、気候変動、グローバル化、そしてデジタル化と

いったメガトレンドに対して最適なソリューションをご提案しています。シーメンスは先進的な製品や

サービス、ソリューションにより、お客様に競争優位性をご提供しつづけるとともに、昨今の環境問題

に対応してまいります。2018年9月末に終了した2018年度において、日本のシーメンスの売上高は

約1569億円、社員数はおよそ2,000人です。詳しい情報は http://www.siemens.com/jp にて

ご覧いただけます。

折りたたみ
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